





2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
滋賀県 27  40 117 112 121  150  130  177  265
京都府 20  40 197 195 187  200  189  191  198
京都市 42  90 105 113 161  229  239  222  228
大阪府 80 174 599 753 760 1092 1336 1363 1315
大阪市 10  13  86 170 263  461  541  334  330
神戸市 16  20  54  78  82  120  151  195  196
兵庫県 70  90 260 250 310  310  340  480  530
奈良県 23  26  48  70  80   90  100  130  145
和歌山県  6  10  25  33  34   39   53   95  143
出典：『教員養成セミナー』2000 ～ 2008 年それぞれ７月号
まず，表１を参照したい。近年の爆発的な小学校教員採用者数増にあらためて驚か
される。これに加えていくつかの点を指摘しておく必要がある。１．今手元にある京



























2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
滋賀県 41.2 30.5 36.4 40.2 39.4 31.6
京都府 15.0 20.0 25.8 25.8 19.1 23.7 27.1 31.3 36.0
京都市 26.3 22.9 16.5 15.7 18.1 10.9 15.7 21.2 35.7
大阪府 46.2 34.7 29.6 36.7
大阪市 40.0 23.1 24.1 33.3 37.1 35.9
神戸市 26.7 30.0 28.3 14.5 30.1 24.6 26.4 28.8 34.4
兵庫県 33.9 10.3 21.0 17.0 26.3 22.8 27.0 29.4 30.6
奈良県 23.1 13.3 20.4 25.0 20.0 16.7 25.0 27.3 34.5
和歌山県 33.3  0.0 82.6 12.1  8.8 14.6  9.3 14.9 17.1
空欄は非公表
出典：『教員養成セミナー』2000 ～ 2008 年それぞれ７月号
教員養成の一環としてのインターンシップ 55
は，教育学士号をとるかあるいは他の学士を取得後１年間の「学卒後課程」（Post-
graduate Certificate in Education）を履修するかのどちらかであるが，前者では３年次
に 24 週，４年次に 32 週以上の教育実習が義務づけられている。学卒後課程の場合も









































































京都府教育委員会 29  3 32
京都市教育委員会 18 18 36
京都府山城教育局  2  4  6
亀岡市教育委員会  3  3
園部町教育委員会  2  2























































































小学校 中学校 1） 特別支援 計
京都府教育委員会 26 26
京都市教育委員会 48 38 3 89
京都府山城教育局  5  5 10
亀岡市教育委員会  4  3  7
華頂女子（中・高）  9  9
計 83 55 3 141
　　　註 1）華頂女子の場合は高校も含む。
表５　2005-08 年度インターンシップ参加者推移（校種別）
小学校 中学校 特別支援 華頂女子（中・高） 合計
2005 51 28  79
2006 51 17 1  8  77
2007 62 33 4 16 115
2008 83 46 3  9 141
表６　2005-08 年度インターンシップ参加者推移（学部・学年別）
教育学部 他学部
２回生 ３回生以上 合計 ２回生 ３回生以上 合計
2005  9 41 50 13 16 29
2006 13 18 31  8 38 46
2007 12 21 33 23 59 82















































































































































































































































滋賀県 滋賀の教師塾 半日 15 回 10 日 △註１ ３回のフィールド
ワーク
京都府 教師力養成講座 ○一次免除 註２
京都市 京都教師塾 半日 12 回 10 日 △註３ ５回のフィールド
ワーク
大阪府 大阪教志セミナー 10 回（２
回全日，
残り半日）




15 回程度 ５日 ×註５ 社会教育施設見学
奈良県 奈良県ディア・
ティーチャー・プ
ログラム
８日 註６
註１　「塾生であることによる優遇措置はありませんが，この塾で学び身につけていただいたこ
とが，選考試験で生かされると考えています。」（募集案内）
註２　本学やコンソーシアム京都，京都教育大学，等のインターンシッププログラムを修了し
た者が「教師力養成講座」に参加し講座及び学校実地研修を行い，それを修了し大学か
ら推薦を受けた者は教員採用試験一次試験免除の対象となる。
註３　「教師塾での学びを一次試験から全員面接やボランティア活動歴を評価するなど人物重視
の選考を行っております京都市の教員採用試験においても，大いに役立てていただくこ
とを期待しています。」（入塾者募集ガイド）
註４　「受講生及び修了生であることをもって，大阪府教員採用選考テストにおいて，有利に取
り扱われることはありません。また，テストの全部または一部を免除することもありま
せん。」（募集要項）
註５　「大阪市教師養成講座を受講・修了したことをもって，大阪市公立学校・幼稚園教員採用
選考テストの全部または一部を免除することはありません。」（募集要項）
註６　１週当たり４時間以上 20 週
教員養成の一環としてのインターンシップ 69
曽余田浩史「学校管理職養成における大学院教育の役割」小島弘道編著『校長の資格・養成と
大学の役割』（東信堂，2004）
討論「教師が専門的に成長すること」佐伯胖，汐見稔幸，佐藤学編『学校の再生をめざして２
　教室の改革』（東京大学出版会，1992）
ドナルド・ショーン著，佐藤学，秋田喜代美訳『専門家の知恵―反省的実践家は行為しながら
考える』（ゆみる出版，2001）
中村雄二郎『臨床の知とは何か』（岩波新書，1992）
野中郁次郎『知識創造の経営』（日本経済新聞社，1990）
本稿は，拙稿「今日の教員養成の在り方とインターンシップ―佛教大学の事例を参考にして
―」全国私立大学教職課程連絡協議会『教師教育研究』（2007）に加筆，修正したものである。
（たにがわ　よしたか　兼担研究員）
